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　皆様、明けましておめでとうございます。

　昨年の年頭挨拶では、2031年に大阪大学創立100

周年を迎えた時、世界でトップ10に入る研究型総合大

学になるという夢を語りました。昨年は大阪大学の原点

である適塾創設175周年、緒方洪庵没後150年という

大阪大学にとり記念すべき年でありました。適塾には全

国から1,000名以上の若者が集い、切磋琢磨して学問

に励みました。そして福澤諭吉や大村益次郎、橋本左

内など日本の新時代を切り拓いた人々が育ちました。そ

の適塾から200年後の大阪大学は、世界に向けて門戸

を開き、海外の大学や研究者が注視するGLOBAL 

UNIVERSITY「世界適塾」として輝いているはずです。

「世界トップ10」という目標は世界の誰しもが認める優れ

た大学の仲間入りをはたすということを象徴的に表現し

たものです。

　夢や理想は実現することが困難だから夢であり理想

と呼ばれます。現実と夢があまりにもかけ離れているが

故に、人は夢を決して手に入れることができない遥か彼

方の出来事だとあきらめてしまいます。しかし、夢を忘れ

ることなく、夢に向かう努力を一歩一歩していると、いつ

の日か夢が現実のものとなります。

「夢は叶えるためにこそある」

　私はそう信じて人生を歩んできました。

調和ある多様性の創造

　大学は学問（研究と教育）の府であり、大学こそが

未来の原泉であり、未来を創りだす力そのものです。

物事の本質を見極める研究を行うとともに、何が物事

の本質であるかを見極める能力を有した人材を育成し

ていく必要があります。また、21世紀の大学に求めら

れる新たな役割として、「調和ある多様性の創造」を挙

げたいと思います。世界には人種、性別、言語、慣習、

文化や宗教などの多様性が存在します。この多様性

の維持は豊かな人類社会の発展にとって大変重要で

す。一方グローバル化が進む国際社会では、これらの

多様性は時として紛争の原因になったり、コミュニケー

ションの妨げになります。21世紀のグローバル化社会

においては多様性を維持しながら、多様性が生み出す

障壁を乗り越えることが人類の発展にとりますます重

要になると思います。

　大学は、学問という人類共通言語を有しています。学

問は芸術と並んで、様 な々障壁を乗り越える大きな力に

なります。学問を介する人材交流により、多様性の維持

とそれが生み出す障壁の克服という、相反することの両

立が可能となります。大学はこのように、「調和ある多様

性の創造」によりグローバル化社会に大きく貢献できる

はずです。また貢献しなければなりません。21世紀にお

いては学問を介する世界規模での人材交流を今まで以

上に推進する必要性がここにあります。大阪大学は世

界適塾として、心豊かで平和な社会を実現するために

自らの力を磨き上げ、学問を介して世界に貢献していか

なければなりません。

　一方、大学内部でも多様性が必要です。人の多様性、

部局の多様性、学問（研究と教育）の多様性などを高い

レベルで維持することが基本です。言い換えれば、個の

力の最大化を成し遂げることが大学発展の原動力で

す。しかしながら、学問自身の変遷やその多様性の増大

に加えて、少子高齢化や財政問題など大学を取り巻く

環境も激変しています。これまで以上に大学全体の力

の最大化、すなわち組織の力の最大化も追求していか

なければなりません。個の力の最大化を図るとともに組

織の力の最大化を図る。この2つの問題は相互依存し

ていると同時に、コンフリクトを生じる可能性もあります。

これからの大学運営に求められていることは、個の最大

化と組織の最大化を如何にバランスよく推進して行くか

ということです。そのためには、本部と部局の間に適度

な緊張関係を構築するとともに、この緊張関係を対立で

はなく、ドライビングフォースに変換して行くことが大変

重要です。そのためには大学構成員全員が個の最大化

を図る努力をするとともに、如何にすれば大学全体の力

の最大化を図ることが出来るかを真剣に考え、譲るべき

は譲り、お互いが協力しあい、英知と力をあわせ、大学

全体の力の最大化を志向していかなければなりません。

そのためには、対話と恕の心が重要であり、本部と部局

や大学構成員がお互いの立場を思いやるとともに、構成

員全員が大学全体の事を考える必要があります。

昨年を振り返り今年を思う

　昨年は皆様方におかれましては、世界的視野に立ち

研究・教育・運営面において、大阪大学の発展のため

にいろいろ知恵を絞ってご協力、ご尽力いただきました。

このことに改めて感謝いたしますとともに、今年も引き続

きよろしくご支援をお願いいたします。世界適塾として、

世界トップ10の研究型総合大学になるという夢を皆様

方と共有し、一人ひとりの英知と力を結集すれば、この

夢を実現することは可能だと思います。

　昨今、日本社会や大学を取り巻く状況は大変困難なも

のがありました。国立大学法人運営費交付金の削減や

給与の削減など、大学人を取り巻く環境も大変厳しいも

のがありました。このような逆風の中でも、脳情報通信

融合研究センター研究棟が昨年3月に完成しました。ま

た、吹田地区に最先端医療融合イノベーションセンター

棟が3月に完成します。このセンター棟には経済産業省

プロジェクトである本来の研究室フロアーに加えて、医

学部学生や留学生のための自習室やセミナー室などの

学生専用フロアーや未来戦略機構専用フロアーを大阪

大学独自の財源により、合築という形で整備します。豊

中地区には、オープンラボ、リノベーションセンター、国際

人材育成教育拠点や未来戦略機構が同居する文理融

合型総合研究棟が今年3月に完成します。さらに生命

動態システム科学研究新棟、情報系基礎研究・福利厚

生複合新棟、医学部附属病院オンコロジーセンター新

棟、環境ものづくり融合研究新棟、サイバーメディアセン

ター ITコア新棟および本館改修、豊中総合図書館の増

築および改修、さらに薬学研究科や工学研究科で改修

工事が進行中です。また、今年もいくつもの建物の耐震

改修工事が開始されます。このように世界適塾に向かっ

て、教育研究環境は順調に整備されつつあります。

　大阪大学未来戦略機構も順調に発展し、現在5つの

博士課程教育リーディングプログラムよりなる教育部門

と、創薬基盤科学、認知脳システム学、光量子科学の３

つの研究部門の合計8つの教育・研究推進部門が部局

横断的な教育研究活動を開始しています。さらに、昨年

実行しました財源再配分により、間接経費の部局配分を

50％から60％に増やしました。その結果、部局や研究者

個人の裁量が増えることが大阪大学の研究力アップに

今後どのような効果を生み出すかを大変楽しみにして

います。さらに、他の国立大学に先立って計画性のある

施設老朽化対策制度を昨年から導入いたしました。ま

た、世界トップ10に向け、様 な々部局マネジメント及び人

材育成・獲得支援策を作成しました。

　これらの先進的な施策を導入することができましたの

は、皆様方全員の英知と熱意の賜物であります。皆様に

深甚なる敬意を表するとともに、心より御礼申し上げた

いと思います。

　今年を世界適塾元年と位置づけて、大阪大学創立

100周年の大きな夢の実現のために、大阪大学の現役

の皆様は勿論のこと卒業生を含む大学関係者全員の力

と英知を結集していきたいと考えています。

　では、平成26年からどのようなことを具体的に実行し

ようと考えているのかについてお話したいと思います。

給与減額措置の終了

　東日本大震災等に対処するために制定された「国家

公務員の給与臨時特例法」に依拠して実施してまいりま

した給与減額措置については、本年3月31日をもって終

了することといたします。教職員の皆様方には、震災か

らの復興に協力するとともに、教育と研究を最優先する
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という考え方に立って、この1年9か月の間、ご辛抱、ご

協力をいただきましたことに大変感謝いたします。東北

地方の復興には、本学としても様 な々形で引き続き支援

を行ってまいりたいと考えています。今年3月には、福島

大学が中之島センターで開催する復興シンポジウムを本

学が共催・支援いたします。

柔軟な人事・給与制度の構築

　「人材」は大学にとって最も重要な資産でありますので、

人事制度は、優秀な人材を獲得し育成することに資する

ものでなくてはなりません。その観点から、私は、「未来戦

略」において「柔軟な人事制度の構築」を掲げ、人事に

関する各部局の自由度を広げることにより、部局の積極的

な取り組みを支援する制度の創設を目指してきました。

　具体的には、特例教員制度や大阪大学特別教授制

度を導入しました。これらの制度は、文部科学省の国立

大学法人評価委員会による平成24年度の評価結果で、

本学としては実に8年ぶりに「特筆すべき進捗状況にあ

る」との高い評価を得ました。また、早期定年退職制度

の適用年齢を引き下げ、グローバル化推進教授招へい

プログラム、外国人教員等採用促進プログラムや国際共

同研究促進プログラムを創設いたしました。

　そして、本年1月からは、さらに次の制度を導入いた

します。まず一つ目、国際的に優れた研究者等で大学

が特に必要と認める者を対象に任期を課さない評価連

動型年俸制（65歳定年）を導入いたします。二つ目がク

ロス・アポイントメント制度です。これは本学教員あるい

は相手方機関の研究者等がそれぞれの現職を離れるこ

となく、双方の身分を有することができる制度です。三

つ目は短期間勤務制度です。例えば9ヵ月間大阪大学

で勤務し、3ヵ月間は休暇をとるなど海外の大学に近づ

けた柔軟な勤務形態の制度です。

　今後も、柔軟な人事制度の構築に向け、年俸制の適

用対象範囲を概ね58歳以上の定年退職前の教授や、

URAなど大学運営を支援する専門職に広げます。また、

複数経費による雇用など雇用経費の弾力化を進めます。

さらに65歳以上の国際的に活躍している外国人研究者

（シニア特別教授：仮称）を招聘するための新たなプロ

グラムなどを検討していきます。

　各部局におかれては、昨年実行いたしました世界トッ

プ10に向けた部局マネジメント及び人材育成・獲得支

援策の各種制度とこれらの制度を様々に組み合わせる

など独自に工夫していただき、優秀な人材の獲得・育成

にこれまで以上に積極的に取り組んでいただきたいと思

います。

教育改革

　教育の重点目標の一つは、未来戦略に掲げた教育の

質の保証と教育改革です。

　第3期の中期目標・中期計画に向けて、大阪大学に

おける教育改革を進めます。人材養成目標に基づく学

位授与方針・教育課程の編成方針・入学者受け入れ

方針を公表し、人材養成目標を達成するために必要な

知識・技能・態度を身に付けさせるためのカリキュラム

改革を行います。

　新たなカリキュラム策定とともに、双方向型授業など

主体的な学修を促す授業方法への改善も必要です。昨

年6月に設置しました教育学習支援センターが中心と

なって教員やTA向けの新たなFDを始めています。本

年4月からは新たにGPA制度を導入します。新カリキュ

ラムは第3期中期計画から実施することになりますが、

それまでも、現行のカリキュラムを新たな視点から見直

し・整理することにしています。

　もう一つの重点目標は未来戦略に掲げましたグロー

バル人材の育成です。日本人学生と留学生が互いに切

磋琢磨する国際的なキャンパスを実現するために、優秀

な留学生の獲得と日本人学生の海外派遣を推進し、外国

人教員や英語による授業も増やす方針です。世界中から

大阪大学に集まった志のある学生が、大阪大学で学び世

界に羽ばたいてゆく、というのが世界適塾の姿です。

　2020年には学部留学生を現在の4％から10％に、大

学院の留学生を15％から25％に増やすために、短期留

学生向けのプログラムを開発するとともに、正規留学生

を受け入れる新たな入試制度を実施する予定です。学

部の新たな入試制度では、来日する前に母国で受験し、

大阪大学に入学するまでの半年間に日本語の集中授業

を受けます。大学院においてはダブルディグリー制度や

国際ジョイントラボなどを活用した教育プログラムを推進

します。また、海外に向けて大阪大学の授業のインター

ネット配信を開始する予定です。

　大阪大学の学生に早い段階で海外体験させるため

に、昨年度は総長裁量経費で300人を超える学生の海

外派遣を支援しました。各部局におかれましても積極的

に海外派遣プログラムを開発して頂くようお願いいたし

ます。更に、外国語学部を持つ唯一の研究型総合大学

である大阪大学でしか育てられないような人材育成プロ

グラムを開始し、外国語学部における25種の言語と他

の10学部の専門性を身につけた250種類の人材を育

てることをめざします。

研究推進

　未来戦略機構に昨年は認知脳システム学研究部門と

光量子科学研究部門を立ち上げました。6月には、「大

阪大学の決意̶未来戦略機構の始動̶」と銘打って、

未来戦略機構のキックオフ・シンポジウムを開催致しま

した。今年は3つの研究推進部門それぞれが国際シン

ポジウムを開催する予定です。今後も大阪大学の国際

戦略の一環として、部局横断的な研究推進部門の立ち

上げを検討していく予定にしております。

　昨年、「国際共同研究促進プログラム」を開始しまし

た。これは最先端の研究を展開している外国人研究者

と本学の研究者との共同研究を支援するものですが、

招聘した外国人研究者が離日している時にも共同研究

を続行できるように、支援研究者を雇用する経費や、招

聘研究者の研究室の若手が来学するための経費が措

置され、国際ジョイントラボとして位置付けられるもので

す。平成25年度採択のプログラムで参加する教授又は

准教授クラスの招聘研究者は、15カ国、22名に上り、共

同研究のみならずセミナーや講義等を通して、本学の研

究・教育のグローバル化の推進に大きく貢献すると期待

しています。現在、本年4月に開始の提案を募集してい

ます。新たな年俸制、クロス・アポイントメント制度等本

学が推進しています柔軟な人事給与制度との組み合わ

せにより、各部局では、このプログラムを積極的にかつ

有効に利用してください。

産学連携

　大阪大学の産学連携による研究も新しい段階に入る

筋目の年と考えています。

　大学の出資に係る法令が昨年12月の国会で成立し

たことをうけて、官民イノベーションファンド事業（国立大

学に対する出資事業）による200億円の運用を本格的

に始めます。昨年採択されたCOI STREAM（革新的イ

ノベーション創出プログラム）拠点事業の遂行とも合わ

せて、イノベーションを起こすための、新しい産学連携ス

タイル・組織を構築していきます。他大学に先駆けてス

タートし、注目を集めている共同研究講座や協働研究所

を核とする「Industry on Campus」を新しいステージに

進化させます。あわせて、国立大学法人化とともにスター

トし10年となる知的財産戦略も根本的な見直しを行い、

効率的で強力な知財確保を目指します。

　引き続き、大学でしかできない基礎研究を強力に推進

していくとともに、産学連携や高度先進医療を介して確

実に社会に還元しつつ、その成果を将来の発展の種籾

である基礎研究に再投資していく、これらが好循環する

ことにより大阪大学の未来への自立的かつ加速度的発

展の道筋を樹立していきます。
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国際戦略と世界適塾

　世界適塾元年と位置づける今年は、単に国際交流に

とどまらず「国際戦略」の名の下、教育・研究・国際貢

献のそれぞれのカテゴリーにおいて積極的な海外展開

を図ることを考えています。すなわち、「国際交流から国

際戦略への転換」を図り、具体的な施策を示し実行して

いきます。また、環太平洋大学協会（APRU）や東アジ

ア研究型大学協会（AEARU）、日独6大学学長会議

（HeKKSaGOn）、日中学長会議などの多国間・二国間

国際ネットワークを通じて、研究者・学生への国際交流

の機会、例えば、国際フォーラムやサマー・スクールな

どを積極的に提供していきます。さらに、海外拠点を見

直し、これまでのサンフランシスコ、グローニンゲン、バン

コク、上海の拠点を「北米センター」、「欧州センター」、

「ASEANセンター」、「東アジアセンター」と、地域の中心と

して位置づけ、センター毎の役割をより明確にし、海外留

学生の獲得、海外派遣学生の増加を図ります。また海外

有力大学オフィスの大阪大学への誘致を目指します。

　国際戦略は、研究や教育の国際化とさらに強く連携

することを強く意識して進めていかなければなりません。

これら多国間・二国間国際ネットワークや大阪大学海外

オフィスと、昨年から開始した国際ジョイントラボや大阪

大学が既に締結している多数の大学間協定や部局間協

定を有機的に連携させ、これらを戦略的に再構築する

ことにより、世界適塾の確立を進めていきます。今後、

大阪大学キャンパスや大阪の地で、様々な国際学生

フォーラムや国際学術シンポジウムを積極的に開催して

いきます。

人的財的資源配分の再構築

　大阪大学では、皆様方のご理解のもと、平成26年度

から10年間で教員ポストの約5%を各部局から大学本

部に留保することとしました。平成16年の国立大学法

人化に際して、当時の執行部が設定した部局裁量90%

ルールの完全実施を正式に決定した訳です。そして、

大学本部に留保される教員ポストは、財務状況の許容

範囲内で、未来戦略実現のために、①大学全体の見地

から必要な業務を行う「総長裁量未来戦略ポスト」、

②積極的なマネジメントを行う部局に対して期間限定型

の「部局長裁量未来戦略ポスト」、として配分していきます。

　運営費交付金においても、各部局における運営上の

取り組み、例えば業務運営の効率化、部局事務や教育

や研究のグローバル化、あるいはよりレベルの高い教育

や研究推進、従来の方法に囚われない戦略的な人事制

度など様 な々取り組みを積極的に評価し、部局長未来戦

略裁量経費や、事務（部）長未来戦略裁量経費として、

平成26年度より部局に追加配分いたします。昨年末に

は各部局から未来戦略実現のための様 な々取り組み内

容の申請がありました。各部局におかれましては引き続

き積極的に運営上の工夫をお願いいたします。

　引き続きこれからの大学改革等への対応を見据え、

未来戦略を実現し世界トップ10実現に資するための運

営費交付金の戦略的・重点的配分の拡充の検討に着手

します。そのために、財源の確保・既存の枠組みの見直し、

及び適切な再配分などについて検討を開始します。

財務面の検証と新たな財源確保

　大学改革促進係数1.3%による削減が引き続き適用さ

れており、国からの運営費交付金は将来的にも減少して

いくものと思います。このような状況を克服するためには、

現在の財務面の検証と新たな財源確保が必要です。

　大阪大学では、教育研究等活動向上に資する効果・

効率的な財務運営を目的として、財務面からの検証を

継続して行っています。昨年は前年度に実施しました教

育研究等重点推進経費の配分決定方法変更の効果を

検証し、執行部判断をより強く反映する仕組みに見直し

ました。今後は、運営費交付金の継続的削減に対応で

きるように財務体質を強化するため、財務面からの抜本

的な検証作業を計画しています。また、より効果的な資

金運用や戦略的な予算配分を実現するため、資金運用

検討ワーキングと財務諸表作成ワーキングを設置し、検

討を開始しています。

　大学独自の財源を確保するために、科学研究費補助

金などの外部資金の獲得に全学をあげて取り組むこと

は申すまでもありません。大学執行部でも、未来戦略機

構を介して、この2年間に国立大学改革強化推進事業

費や研究大学強化促進事業費などの新規の競争的資

金を獲得してきました。これら新たに獲得した財源によ

り、世界トップ10に向けた部局マネジメント及び人材育

成・獲得支援策などの様 な々支援策が可能となりました。

今後もこのような総長裁量財源の獲得に全力を上げて

いきます。今年は、皆様のご協力のもと、特にスーパー

グローバル大学事業への応募に注力して参ります。

　大学独自の財源である大阪大学未来基金を充実して

いかなければなりません。昨年、世界トップ10の夢実現

のために、大阪大学未来基金「創立100周年ゆめ募金」

をスタートしました。また「自らの大学は自らの手で良く

する」という意識を教職員は勿論のこと学生一人ひとり

が共有することを目指して、ゆめ募金ワンコインキャン

ペーンも開始しました。私は2031年までに大阪大学未

来基金の寄附総額を少なくとも100億円にしたいと思っ

ています。大阪大学の関係者が約10万人として、1人

毎年5千円の寄附を20年間続けて頂ければ100億円

になります。この額は１ヶ月約420円、１日あたり約14円

です。さらに大阪大学関係者の人の輪を広げるために、

新たに卒業生室を設置することを決定しました。卒業生

室は、本学を卒業・修了した方 と々生涯を通して関係を

維持し、交流を深め、共に発展していくための施策を企

画、立案し、推進していきます。東京での「大阪大学の

集い」を強化するとともに、海外同窓会との連携を強め

ていきます。昨年は大阪大学北米同窓会やベトナム同

窓会に出席しました。今年も欧州同窓会やタイ同窓会に

参加する予定です。

　世界トップ10と、未来基金「創立100周年ゆめ募金」

100億円の目標を皆様と共有し、実現しようではありま

せんか！まずは世界適塾元年の本日、ゆめ募金ワンコ

インキャンペーンに参加いただきますようにお願いいた

します。

広報戦略と社学連携

　大阪大学のブランドの確立のため、原点である適塾を

中心とした「ブランディング戦略」を積極的に進めていき

ます。大阪大学のプラスイメージを国内外に示し、知名

度を獲得するため、大学ホームページを充実していきま

す。昨年度はツイッターやフェイスブックなどとホームペー

ジの連動を計りました。また大阪大学の研究内容が一目

でわかる研究ポータルサイト(ResOU)と公式Facebook

を昨年末に立ち上げました。今年は、大阪大学の海外留

学生の受け入れ数が一位、二位である中国、韓国に目を

向け、新たに中国語や韓国語によるホームページを立ち

上げます。また、海外学生を意識した英文ホームページ

の改善を行い、さらなる留学生の獲得を目指します。大

学の情報を提供する定期記者会見を新たに設け、マス

コミによる大阪大学のイメージアップを図ります。首都圏

での本格的な情報収集・発信、広報・社学連携、同窓

会活動の拠点として「大阪大学東京オフィス」を霞ヶ関

に設置し、大阪大学の認知度、ブランド力、首都圏さら

には国際プレゼンスの向上を図ります。

　昨年の6月25日、大阪に行幸啓されていました天皇、

皇后両陛下が大阪大学会館にある適塾記念センターを

訪問されました。大阪北浜にある史跡・重要文化財の適

塾は、耐震改修工事のため現在休館しておりますが、4月

に再オープンの予定です。再オープンの式典や中之島セ

ンターでのシンポジウムを通じて適塾の大阪大学における

位置づけをより強固なものにしていきます。市民と大阪大

学とが互いに学び合う場を提供し、市民と大阪大学とを

つなぐ社学連携や社会貢献活動を進めて参ります。
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事務組織改革

　大阪大学の強み・特色を最大限に生かし、世界トップ

10に向けて大学改革を進めていくためには、事務職員

の果たす役割も極めて重要です。効率的な事務組織を

構築するとともに、事務職員の一層の意識改革を図り、

優秀な人材を育成していく観点から、事務組織改革を

進めて参ります。各部局における職員の日頃の業務へ

の評価に加えて、大阪大学未来戦略に掲げたPMT（プ

ロジェクトマネジメントチーム）などにおいて、広い視野

をもって大学全体を見渡した仕事を主体的にできる人

材を育成しており、このような取り組みを中心に大学全

体が柔軟かつ活力に満ちた組織となることを目指しま

す。また各部局の業務運営効率化やグローバル化など

未来戦略達成のための様 な々取り組みに対して優れた

成果を挙げた個人への報奨制度の強化や、昨年創設し

た部局事務に対する事務（部）長未来戦略裁量経費制

度の改善をしていきます。本学のグローバル化をより一

層推進するため、英語表記による学内通知を昨年10月

から開始しました。今後さらに英語表記による通知の拡

大に努めていく予定です。

環境整備

　大学の経営基盤の一つである施設の健全化を目指し

て、他の国立大学に先立って、計画性のある施設老朽

化対策制度を昨年度から実施し、平成25年度は37件

の事業を行っています。この制度は、文部科学省の国

立大学法人評価委員会による業務の実績に関する評価

で最上位の「特筆すべき成果」にランクされました。本

年度もこの制度をフルに活用し、計画性を持った快適な

キャンパスのための施設維持を行っていきます。

　大阪大学のキャンパスでは前述しましたように、随所

で新規研究棟や耐震工事などの施設工事のための土

煙が立ち上っており、世界適塾元年の今年、大阪大学

の研究・教育環境は飛躍的に改善されます。一方学生

の施設にも数多くの支援事業を昨年行いました。豊中

体育館メインフロアーのリニューアルやクラブハウス「明

道館」の空調設備の設置、吹田総合グラウンド「すいら

ん」の人工芝化と陸上用トラックの整備、さらに体育管

理棟の改修とクラブ用簡易倉庫8棟を設置しました。現

在、「すいらん」に夜間照明設備を、また豊中総合グラン

ドに大規模災害発生時対応施設「多目的倉庫」を工事

中で、今年3月完成予定です。これは平時には体育の

授業および課外活動用施設として利用します。学生なら

びに教職員の体育・文化活動環境を格段に向上させる

とともに、従来からの懸案であった豊中総合グランドの

過密化を緩和できると期待しています。今年は、箕面キャ

ンパスの整備や学内連絡バスの充実をしていきます。ま

た、留学生宿舎の確保や教職員宿舎の老朽化対応も喫

緊の課題となっており、今年中に将来を見据えた具体的

な整備プランを策定します。

　未成年者を含む多数の者が利用する大学キャンパス

内での受動喫煙をなくすため、キャンパス内全面禁煙を

実施しなければなりません。昨年設置した「喫煙対策ワー

キンググループ」において、平成29年4月からキャンパ

ス内全面禁煙を実施するロードマップが策定されました。

　このように、環境整備を進めることにより、世界適塾と

して恥ずかしくない大阪大学の環境を整えていきます。

リスク管理

　昨年もいくつかの大学において、研究者倫理にもとる

不正行為が発生致しました。このような不祥事は、研究

活動に対する国民の信認を失墜させ、科学技術や学術

の健全な発展を阻害するものであり、誠に由 し々きことで

あります。

　危機感を持った日本学術会議並びに国立大学協会は、

科学者の行動規範や研究倫理遵守の徹底を求める声明

を出し、文部科学省は倫理教育の強化や組織としての責

任体制の確立に向けた検討を現在行っております。

　本学でも、「研究における不正行為・研究費の不正使

用」撲滅に向け、研究者として守るべき規範の再確認、

ならびに本部、部局、研究者個人のそれぞれの責任の

明確化に向けて体制作りを進めております。

　大阪大学とその研究活動の信頼性を維持するために

も、皆様方のご理解とご協力をお願い致します。教職員

の皆様には、大学人としての見識を疑われることのない

よう厳しく自らを律するとの固い決意をしていただきます

ように重ねてお願いいたします。大学としても、不祥事

に対しては引き続き厳正に対応していく所存です。

そして最後に一言

　2031年5月1日、大阪大学創立100周年の日、それは

本日から、6324日後です。それほど遠い未来ではありま

せん。その時大阪大学は世界適塾として、緒方洪庵の

精神である「人のため、世のため、道のため」を胸に、学

問による「調和ある多様性の創造」で、世界に貢献して

いることでしょう。世界トップ10の研究型総合大学にな

る。この夢を皆様と共有して、この夢に向かって目の前

の山を登りきりましょう。1つ1つです。創立100周年ゆ

め募金もワンコインを毎日続けることにより実現します。

大学を構成する皆様が夢や使命を共有し、それらを達

成するために、一人ひとりの英知と力を結集していく必

要があります。そしてそのためにも対話が重要と考えて

います。昨年は部局長をはじめ、学生や教職員らと総長

や理事との対話をあらゆる機会を捉えて行いました。ま

た昨年の末に大学執行部による部局訪問を開始し、部

局の研究活動等を説明していただくとともに意見交換を

しています。今年も皆様と一緒に、どうすれば大阪大学が

良くなるかを考えていきたいと思います。創立100周年の

夢に向かって更なる努力を皆様と知恵を出し合い、一致

協力して一歩一歩努力していこうではありませんか！ 

　今年を世界適塾元年と位置づけ皆様と力を併せて夢

に向かって邁進していきたいと思います。

　最後に、皆様方のご健康とご活躍をお祈りして、私の

新年の挨拶に代えさせていただきたいと思います。

　ご清聴ありがとうございました。

平成26年1月6日

　　　　　大阪大学総長

新年を祝って鏡割りをする総長と理事挨拶をする恵比須繁之理事（コンベンションセンター）

～ 賀 詞 交 歓 会 の 様 子 ～
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　大阪大学の強みである産学連携。特に共同研究は、金額・件数ともに年々増加を続けています。今回は、共同

研究の成功事例の一つとして、臨床医工学融合研究教育センター次世代内視鏡治療学共同研究部門の中島清一

特任教授から、山科精器株式会社との共同研究成果に加えて、産学連携活動に至る経緯について寄稿いただきま

した。

中島清一（なかじまきよかず）
1992年大阪大学医学部卒、第一外科で研修。1999年大学院医学研究
科博士課程修了（医学博士）。米国コーネル大学外科、大阪労災病
院外科を経て、2006年大阪大学大学院医学系研究科消化器外科助教。
同講師を経て、2012年大阪大学臨床医工学融合研究教育センター次
世代内視鏡治療学共同研究部門特任教授。専門は消化器外科、内視
鏡外科および関連機器開発。

　「地域に生き世界に伸びる」をモットーに掲げる大阪大学では、
本学の有する新たな研究成果を活かし国内外の産業界へ大きな
発展をもたらすためにも、産学連携のより一層の充実化と強力な
推進が求められています。平成23年4月には、従来の様々な産学
連携活動を踏まえ、窓口の一元化やさらに強固な産学連携活動推
進のため、産学連携本部を設置しました。
　これまで産学連携本部では、大学内に産業創出拠点を置く
「Industry on Campus」構想を掲げ、全国に先駆けて設置した「共
同研究講座」制度の創設や技術移転活動などにより、様々な産業
界との連携に取り組んで参りました。平成23年度からは、テクノア
ライアンス棟の完成に合わせ、キャンパス内に企業の風を吹き込
む「協働研究所」「協働ユニット」を運用開始し、さらに発展した産
学連携活動に取り組んでいます。
　総合企画推進部では、産業界との共同研究(協働研究所、共同
研究講座を含む)の企画や推進、起業化支援等を進めております。
これらの内容に関して、ご質問、ご相談がございましたら、右記
までお問い合わせください。

【問い合わせ先】 
産学連携本部　総合企画推進部 
　電 話： 06-6879-4206
　Email：contact@uic.osaka-u.ac.jp
　URL：http://www.uic.osaka-u.ac.jp/
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2

負担や苦痛の少ない外科治療をめざして
　近年の外科治療においては、患者さんの負担や苦痛を
できるだけ軽くする低侵襲内視鏡治療が急速に普及しつつ
あります。我が国は、世界的な内視鏡メーカーを複数擁し、
整備されたメディカル・インフラや国民皆保険制度のおか
げで癌の早期発見率も非常に高いことなどから、内視鏡治
療の領域で長く世界を牽引してきました。現在、我が国の
内視鏡治療は世界最高水準にあり、国内ではさらに難度の
高い複雑な治療を内視鏡で行おうとする医師達のたゆまぬ
努力が続けられています。
　しかしながら、内視鏡治療の適応拡大はほぼ限界に達し
つつあり、医師のスキルのみでこれ以上複雑な治療を行うの
は技術的に困難となっています。例えばNOTES（Natural 
Orifice Translumenal Endoscopic Surgery：経管腔的内
視鏡手術）と呼ばれる新しい治療方法では、口から入れた
胃カメラで胃壁に孔をあけ、おなかの中（腹腔内）の臓器を
摘出する、といった手術が理論的には可能ですが、現行の
内視鏡や手術機器だけでは、たとえ世界最高レベルのスキ
ルをもってしても実現は困難です。NOTESのような次世代
の内視鏡治療を安全に実施するためには、革新的な手術
機器（デバイス）の開発が不可欠なのです。

産学連携コンソーシアム「プロジェクトENGINE」
　実際に開発すべきデバイスの姿は見えているのですが、
我々医師にはそれらを実現する「ものづくり技術」はありませ
ん。そこで我 は々2008年、大阪商工会議所主催の「次世
代医療システム産業化フォーラム」において、「次世代超低
侵襲内視鏡治療関連機器の共同開発」という提案を行い
ました。反響は予想以上に大きく、多くの企業から共同開発
の申し入れをいただきました。産学連携コンソーシアム「プ
ロジェクトENGINE」（Endeavor for Next Generation of 
INterventional Endoscopy）はこうして誕生し、幸いにも複
数の大型競争的資金を獲得して正式に活動を開始しまし
た（写真１）。以来ENGINEは本学大学院医学系研究科
（消化器外科、消化器内科）、大阪商工会議所、さらには

本学産学連携本部からの強力な支援を背景に活動の幅を
拡げ、2012年10月には本学臨床医工学融合研究教育セ
ンターに「次世代内視鏡治療学共同研究部門」を開設し、
本学における産学連携活動の一拠点として多くの企業の牽
引役を果たしています。

内視鏡用洗浄吸引カテーテル「エンドシャワー®」
　発足以来5年弱で、ENGINEは計6件の経済産業省
委託事業に採択され、2012年以降は上市2品、上市予定
4品と着実に成果を挙げつつあります。なかでも2013年に
山科精器株式会社（滋賀県）から上市を果たした内視鏡
用洗浄吸引カテーテル「エンドシャワー®」（写真２）は、内
視鏡を通して消化管内の洗
浄と吸引を行える世界初の
デバイスであり、たった外径
2.6mmのカテーテル先端に
径0.4mmの微細な孔を24
個設けるという同社の超精
密加工技術が高く評価さ
れ、MEDTECイノベーショ
ン大賞「チャレンジ賞」、モノ
づくり日本会議・日刊工業新
聞社超モノづくり部品大賞

「健康・医療機器部品賞」、さらには第5回ものづくり日本大
賞「特別賞」を受賞（写真３）、臨床医工学融合研究教育
センターの成功事例として、本学を代表して文部科学省
「平成24年度産学官連携活動成果事例集」に取り上げら
れました。2012年からは関西イノベーション国際戦略総合
特区における実証事業にも取り組み、2013年からはシンガ
ポール国立大学と共同で軟性内視鏡ロボットの開発に着手
しています。

ものづくりから学問を紡ぎ出す
　我々がめざす産学連携活動は、単に医師のニーズをもと
にした「ものづくり」ではありません。ものづくりの過程は多くの
学術的な知見をはらんでおり、知的創造の刺激に満ちあふ
れています。これまでに我 は々100を超す学会発表、20を
超える学術論文に加え、30を超す特許出願を行ってきまし
た。これらは「ものづくり」の派生物ではなく、「ものづくり」の
本質、イノベーションの成果そのものなのです。これからも患
者さんに貢献できる革新的な医療機器の開発を通じて、さ
らに多くの知的財産を創出し、医工融合領域の優秀な人材
を育成するとともに、「ものづくりから学問を紡ぎ出す」真摯
な活動を続けていきたいと思っています。若い研究者の皆
さん、本学開学以来の伝統である「実学」精神をおおいに
発揮して、ともに世の中に貢献していこうではありませんか。

写真１　前臨床試験（動物実験）
企業と共同で開発した試作品の性能を、大型動物を用いて詳細に
評価する

大阪大学の外部資金獲得状況（共同研究）

写真３　ものづくり日本大賞受賞式
茂木敏充経済産業大臣から特別賞を授与された（右端が中島特任教授）

写真２　エンドシャワー®
ENGINEが上市した2品目の
デバイス（山科精器株式会社
との共同開発）

～産学連携本部からのお知らせ～

～山科精器株式会社との共同研究により開発～

内視鏡を通して消化管内の
洗浄と吸引を行う「エンドシャワー®」
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国際共同研究促進プログラム
－平成２６年度開始プログラムを募集中

　本学の未来戦略の一環として、「国際共同研究促進プ
ログラム」を創設しました。今年度は15プログラムを採択
し、実施しているところです。
　このプログラムは、最先端の研究を展開している外国人
研究者と本学の研究者との共同研究を支援するものです
が、単なる国際共同研究の支援ではなく、招へい研究者
が離日している時にも共同研究を続行できるように、支援
研究者を雇用する経費や招へい研究者の研究室の若手
研究者が来学するための経費も措置されます。
　本プログラムは、国際共同研究室（国際ジョイントラボ）
設立の第一陣と位置付けられるとともに、招へい研究者に
よるセミナーや講義への参加を通して、今後の本学のグ
ローバル化を推進する上で中心的な役割を担っていくこと
になります。
　現在、平成26年度に開始するプログラムの募集を行っ
ています（応募期限：2月3日）。
　支援内容は、招へい研究者の旅費・謝金、共同研究
グループの外国旅費、研究員の雇用経費など、1年度当
たり最大1,500万円です。
　詳細につきましては、本学公式ホームページ「ニュース
＆トピックス」に掲載しております。
　皆様の積極的な応募をお待ちしています。

理事・副学長　相本　三郎

「未来戦略」に向けた施策 ～人事・給与システムの柔軟化について～

　「大阪大学未来戦略（２０１２－２０１５）」に掲げる「柔軟な人事制度の構築」の観点から、教員の給与制度の選択肢を
増やし、教員の採用について各部局の自由度を拡げ、
　①　教員組織の充実を図る

　②　教員へのインセンティブを高め、優れた人材を確保する

　③　教育研究活動の活性化に有効活用する

を趣旨とした新たな３つの人事制度を、本年１月から導入しました。

理事　　尾山　眞之助

Ⅰ.　年俸制教員制度（期間の定めのない雇用、６５歳定年制）

Ⅲ.　短期間勤務制度

Ⅱ.　クロス・アポイントメント制度
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平成２６年度概算要求新規事業について

　平成２６年度概算要求については、教育研究活動のさ
らなる充実・発展のため特別経費等を、昨年の７月中旬に
文部科学省に提出し、８月末に文部科学省から財務省へ
概算要求が行われ、その結果、１２月下旬に予算案の伝
達がありました。
　特別経費では、新たに、国立大学改革の加速・推進を
目指した、各大学の個性や特色に応じた意欲的な取組を
支援する「国立大学機能強化分」が新設され、本学の取
組が採択されました。また、従来の「プロジェクト分」として
は、新規事業４件が以下のとおり採択されました。

理事・副学長　恵比須　繁之

役員が各部局を訪問、意見交換

　産業科学研究所への訪問を皮切りに、平野俊夫総長
をはじめとする執行部の役員が各部局を訪問しています。
　「大阪大学未来戦略」にも掲げる２２世紀に輝く大阪大
学の将来展望を築いていくためには、大阪大学が持つ知
見・人材・基盤等を結集することが必要であり、そのため
には、各部局においてそれぞれの専門性を追求すると同
時に、その優れた専門性を紡ぎ、育て、有機的に連携さ
せていくことが重要となります。
　その観点から、今後の大学運営や将来展望の構築等
に反映していくことを目的として、大学運営に責任を持つ
執行部が各部局を訪問し、現場に触れ、現状を把握する
とともに、各部局が組織として現在抱える課題や今後の展
望について意見交換する場を設けることとさせていただき
ました。

　今後、本年夏頃までに全ての部局を訪問する予定です
ので、各部局の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

11月12日（火）　産業科学研究所
12月 3 日（火）　医学系研究科
12月17日（火）　文学研究科

理事・副学長　相本　三郎

大阪大学はクリーンキャンパスを実現します

　大阪大学では、受動喫煙防止のさらなる徹底、学生
及び教職員の健康保持・増進、未成年者の喫煙防止を
推進するため、平成２９年４月に向けて敷地内全面禁煙に
移行することになりました。
　今後、敷地内全面禁煙への円滑な移行に向け、以下
の取り組みを行ってまいりますので、皆様のご理解、ご協
力をお願いいたします。

理事　尾山　眞之助

産業科学研究所訪問

医学系研究科訪問

平成24年度に係る
業務の実績に関する評価結果

　第２期中期目標期間3年目の平成24年度に係る業務
の実績に関する評価結果が国立大学法人評価委員会か
ら公表されました。
　本学では、「総長のリーダーシップの下、基盤的研究の
推進、全学的な教育の充実、教育の国際化の推進等、
法人の基本的な目標に沿って計画的に取り組んでいること
が認められる」との高い評価を受けました。
　特に、大阪大学独自の施設老朽化対策（学内の全ての
建物について保有面積１㎡あたり年間500円、計約５億円
の予算留保）や、教員雇用制度の柔軟化（大阪大学特
別教授制度や特例教員制度等）については、特筆すべ
き事項として特記されました。
　また、各項目の評価結果については、以下のとおりです。

※評価結果全文については、本学公式ウェブページから
「評価結果」で検索してご覧ください。

理事・副学長　恵比須　繁之

・「業務運営」については「特筆」（本学を含め4法人
  のみ）
・「財務内容」「自己点検・情報公開等」「その他
  業務」の各事項については「順調に進んでいる」

【国際的に卓越した教育研究拠点機能の充実】
アジア人材育成のための領域横断国際研究教育拠点形成事業
（工学研究科）

　アジア人材育成のために、“統合型グローバルキャンパス”
を構築し、海外大学とのダブルデイグリ―や単位互換制度の
整備、各種国際化教育プログラムの設計、新たな英語コース
等のコンテンツ開発を行い、領域横断国際研究教育拠点を形
成する。

【高度な専門職業人の育成や専門教育機能の充実】
社会に開かれた大学院の科学技術人材育成モデル事業
－社会連携とグローバル化に適うナノデザイン教育研究による
ものづくり理工学人材の育成－
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター）

　日本の科学技術の将来は、ナノ理工学・材料活用が鍵を握
るものづくりの技術力と国際的社会適応力に依存する。本プ
ロジェクトでは、これまでの技術革新力を伸ばす学際横断型
人材育成とリンクする形で、今後の新産業の国際競争力の要
となる社会性･国際性を重視した人材育成のモデル事業を推
進する。

【高度な専門職業人の育成や専門教育機能の充実】
「死因究明学」の創造と担い手養成プラン（医学系研究科）

　旧来の学問体系の垣根を越え、医・歯・薬の３つの研究科
が連携し、新たに「死因究明学」という学問領域を立ち上げる。
科学的な検討による死因診断ガイドラインを構築するとと
もに、死因究明医、法歯科医、薬毒物分析専門家等の多角的
アカデミアの養成を行う。

【大学の特性を生かした多様な学術研究機能の充実】
－ハイパー量子分光による－ 物質の階層構造解明事業
（核物理研究センター）

　核物理研究センターの既存の施設で培ってきた研究手法を
ベースにして、国内の加速器施設と連携することにより、ハイ
パー量子状態を生成・分光する世界に類のない施設を整備し、
物質階層の起源と構造を解明する。

屋外喫煙場所の段階的削減
（卒煙支援ブースへの移行）

禁煙相談の実施・禁煙補助薬の提供
（保健センター）

禁煙教育・啓発キャンペーンの実施
（いちょう祭、まちかね祭等）

平成 25 年度まちかね祭での
禁煙啓発キャンペーン

（禁煙マスコットスワン（吸わん）君、
平野俊夫総長、ワニ博士）
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●●通報者：

●文文部科学省及び会計検査院経由の通報
●税税務署・地検特捜部による取引業者への税務調査・捜査により

●調調査対象経費・年度
・研究者等が関わったすべての経費の関係書類を調査
・調調査対象年度は、原則５年～８年遡及

●調調査対象者
・研究室の教員・秘書、事務部職員、取引業者等の関係者

●調調査結果の公表（中間公表をする場合もある）
・不正使用の場合は、氏氏名を公表

●調調査結果の報告
・総長名で文部科学省及び資金交付元に報告

【不正使用防止計画推進室からのお願い】

虚偽の書類作成をしなければ、不正使用になることはありませんので、
絶対に虚偽の書類作成だけは、されないようにお願いいたします。適切な経費の執行を！！

不正使用防止計画推進室 Tel 06-6879-4767
研究費不正

●預け金、品名替等：

●公公的研究費の返還（研究費として使用しても返還必要）
・不正使用した公的研究費の全額+加加算金（加算金は、公的研究費を

●応応募資格の制限
・不正使用の内容に応じてペナルティ

●本本学での処分
・懲戒解雇等の厳しい処分（氏名の公表を含む）、退職手当の返還、

●私私的流用等、悪質な場合は刑事告訴
●研研究機関に対するペナルティ
・間接経費の減額査定、交付する経費の一部減額等
・評価による予算減額

公的研究費
不正使用

通報・発覚
（通報窓口：監査室）

06-6879-4071

調査

（調査委員会）

公表

（調査結果）

不正使用と
認められた

ときは

いつ発覚するかドキドキしながら
研究・事務処理等を続ける。

STOP！研究費不正！
―公的研究費の不正使用～処分等までの流れについて―

学部生、大学院生、研究室の教員・秘書、事務部職員、
取引業者(社長、営業・経理担当者) 等

預け金その他が発覚

すべてから事情聴取

受領した日から返還の日まで、年年率10.95％）を資金交付元に返還
（不正使用の場合は全額個人負担）

（研研究費として使用：１年～５年、私私的流用：１０年）

事務系職員が関わった場合は、懲懲戒処分の対象

大阪大学から教職員の皆様へ大事なお知らせです
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　11月2日（土）～ 4日（月）、毎年恒例のまちかね祭が開催され、大勢の来場者で賑わいました。
　また、11月3日（日）には、豊中キャンパスで、大阪大学未来基金「創立100周年ゆめ募金キャンペーン in まちかね祭」が
行われました。特設ステージ「奏」では、「阪大クイズバトル」が開催され、ワニ博士と滝ノ道ゆずる君（箕面市マスコットキャ
ラクター）が応援する中、大阪大学に関するクイズが出題され、来場者が
平野俊夫総長に挑みました。
　クイズバトル終了後、平野総長が「大阪大学には、創立100周年
（2031年）に世界トップ10の大学になるという夢があります。皆さんの
夢もそうであるように、夢の実現を信じて小さなことでも一つ一つ積み
重ねることが大切です。また「我 の々大学は我 の々力で良くする」とい
う気持ちが大事です。学生や教職員の皆様はその気持ちを込めて、
ぜひとも創立100周年ゆめ募金に参加してください。また、地域の皆
様にも大阪大学を支援していただきたい」と来場者に募金への協力を
呼びかけました。
　引き続き、平野総長が特設ブースに立って募金を呼びかけました。
100名を超える多くの方から募金があり、寄付者には平野総長直筆サ
イン入りの「大阪大学ニューズレター　2011－2013」が手渡されました。
　「創立１００周年ゆめ募金」キャンペーンは、各キャンパスの生協書
籍・購買コーナーで実施されています。

大学祭中央実行委員会（中実）委員長
坂田祐里香さん（法学部３年）

　「阪大に入ったら大学祭の運営をやろうと思っていた」。こう話す坂田さんは、文化祭の盛んな京都
女子大学付属高校の出身。高校時代から文化祭が好きで入学と同時に中実に。３年生の今年は
委員長に推され、ためらわず引き受けました。委員長となって運営を任され、責任や苦労も経験。
　サークルがいろんな企画を持ってくる中、大学側と折衝してダメと言われたときは一番苦しい。

学生にどう伝えるか悩んだと話します。中実で５月のいちょう祭と１１月のまちかね祭を３年間やり切った今の気持ちは
「阪大の学生は、一度は大学祭にきてほしい、後輩たちはもっと大学祭を盛り上げてほしい」と。最後に「今年のま
ちかね祭を最後に引退するので、少し寂しくなるなー」とも。

第 54回まちかね祭
　12月5日（木）、東京・学士会館で「大阪大学の集い」が開催され、関東方面
の卒業生や教職員OBのほか、大阪からも現役の教職員・学生約240名の方の
参加がありました。
　講演会の部では、平野俊夫総長から大阪大学の近況報告、熊谷信昭 大阪
大学同窓会連合会会長（元総長）による挨拶の後、NHK World News部の 
榎原美樹副部長（1987年文学部卒）から、「グローバル化の波と日本～
OSAKAの進む道考察」と題した講演がありました。
　続いて開催した交流会では、法学部同窓会「青雲会」の杉政静夫東京支部
長による乾杯により会がはじまり、各部局同窓会の東京・関東支部などの近況報
告が行われました。また、会場内では、学部・研究科の垣根を越え先輩・後輩
が名刺交換をする姿や、在学中の思い出や近況について語り合う様子があちこち
で見受けられ、盛会裏に終了しました。

東京で「大阪大学の今」を分かち合う　大阪大学の集い

　12月3日（火）、「女性という最大の潜在力を引き出すために」をテーマに男女共同参画シンポジウムを開催しました。
技術者や人事担当、執行役員など様 な々キャリアを持つ国立女性教育会館の内海房子理事長からの講演の後、本

学教職員と内海理事長、文部科学省の藤江陽子課
長による討議を行い、女性の社会参加の観点だけで
は語れない男女共同参画の意義、そのためのワーク
ライフバランスの重要性を考える場となりました。
　また、これに先立ち、内海理事長が平野俊夫総長
を訪問し、本学の現状や研究と育児との両立方策等
について意見交換を行いました。

第７回男女共同参画シンポジウムを開催

　12月15日（日）、吹田キャンパスに昨年7月に完成した初の人工芝生グラウンドの愛称披露記念式典が開催され、
体育会をはじめ、医学部、歯学部の各サッカー部やそのOB、OGが多数参加しました。
　愛称は、「すいらん」で、「吹田」と「走る（run）」を掛け合わせたもの。
　愛称の募集は、昨年の夏に本学の学生をはじめとした全構成員を対象に行わ
れ、親しみやすく学生の間でも末永く残っていく呼びやすい名称を学生や理事、
教職員で構成される選考委員会で選考し、人間科学部1年の中井遼太郎さん
が提案した作品に決定しました。
　また、吹田グラウンドにナイター設備が株式会社ガンバ大阪のご厚意により、
この春整備されることになり、平野俊夫総長から感謝状が贈呈されました。

大阪大学吹田グラウンド　愛称「すいらん」に決定

　11月29日（金）、大阪大学、神戸大学、関西大学、関西学院大学で構成される「阪神地区大学国際化推進ネッ
トワーク」（通称「阪神ネット」）シンポジウムが、うめきた・グランフロント大阪・コングレコンベンションセンターで開催
されました。
　大学関係者をはじめ135名が参加したシンポジウムでは、「グローバル化
時代における大学の国際化と人材育成」をテーマとした基調講演にはじまり、
後半では、阪神ネット４大学の副学長と各界パネリスト（企業、大学コンソー
シアム、経済産業省）によるパネルディスカッションが行われました。パネリス
トからは、「グローバル人材育成」、「大学の経営管理体制」といった観点か
ら丁丁発止で議論が交わされるとともに、満員のフロアからも多くの質問が寄
せられ、白熱した展開となりました。

『阪神地区大学国際化推進ネットワークシンポジウム』
～やるかやらないか！ グローバル化にかける４大学の覚悟～ を開催

平野総長を囲んで記念撮影

榎原美樹さんの講演

愛称提案者の中井さんと平野俊夫総長、
恵比須繁之理事、東島清理事

講演を行う内海理事長 内海理事長と平野総長

阪神ネット４大学副学長及び
各界代表によるパネルディスカッション

「阪大クイズバトル」の様子 ブースでは多くの方に
募金いただきました。
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書道は生活のスパイス。
新たな研究意欲につながる。
北郷　悠 （きたごう　ゆう）
蛋白質研究所 附属蛋白質解析先端研究センター　分子創製学研究室　助教

　今回は、蛋白質研究所で結晶構造解析の研究をする一方で、書道で師範位をお持ちの北郷
悠助教にお話を伺いました。多忙な研究活動と書道への情熱について、熱く語っていただき
ました。

書道との出会いは？
　小学5年生のときから習字教室に通い始めました。

毛筆を中心に、高校までは一般的な「書道(日本習字)」

を習っていましたが、大学進学の頃に、師事していた先

生から勧められたことをきっかけに、魏晋南北朝時代

に活躍した王羲之などの有名な書家の作品をはじめと

した、中国の古典(全日本書芸文化院)へ方向転換し、

年4ヶ月ずつ3課題、隷書・草書・行書・楷書を学びま

した。これからは細字臨書と篆刻も習得したいです。

書道の魅力とは何ですか？
　書けば書くほど何をどう

書けばよいか分からなくな

る…、その奥深さが魅力の

一つだと思います。段位が

低い時には、先生のお手本

通りに清書できればよかっ

たのですが、師範位に近づ

くにつれ、自分で拓本（石碑

に刻まれた文字を紙に写し

取ったもの）の全文を参照し、伝統、様式に則ったうえ

で課題をどう表現するかを考えなければなりません。

年に一回の昇段試験のときなど、短期間で多くの作品

を仕上げなければならないときは余裕がありませんで

したが、今後は作品の背景にある歴史や文化、思想な

ども勉強していくことでより作品の理解を深め、のちの

ちはそれらを昇華した自分の作品を書けるようになれ

たらと思います。

作品の背景を知ると、実技にどう生かされるの
ですか？
　例えば、現代では中国の古典を書く時には柔らかい

羊毛の筆を使うことが主流になっていますが、私はイタ

チ毛の固い筆を使っています。その理由は、当時の中

国にはほとんど羊がおらず、イタチなど固い性質の毛

を使っていたと考えられるからです。このように、出典

のバックグラウンドの知識を深めると、当時の状況に合

わせた作品を仕上げるためにはどうすべきか、イメー

ジが作りやすくなります。

どのような研究をされているのですか？
　研究室では、蛋白質が生物の体内でどう働くのかと

いうことが大きなテーマですが、私は特に「結晶構造解

析」という手法を使って一つ一つの蛋白質分子の立体

構造を決定し、そこからその蛋白質分子の性質を見極

める研究をしています。現在は、アルツハイマー病関

連蛋白質の構造解析から、病態を紐解くヒントになると

期待される研究を手掛けています。いつか自分の研究

を医療の分野で使ってもらえると嬉しいですね。

書道の経験から研究に通じていることはありま
すか？
　私にとっては、研究生活を送る上で、研究のことを全

く考えない時間が必要不可欠です。研究が忙しくて趣

味の時間がほとんど取れなかったときは、かえって思う

ように研究が進まない時期もありました。それ以来、研

究以外のことに集中する時間を頑張って作るようにし

ています。特に書道は一つの作品を仕上げるために高

度な集中力を必要としますので、スパイスのように日常

生活にもう一味、緊張感と彩りを添えてくれるように感

じます。

学内のみなさんに一言お願いします。
　字を書く機会が少ない現代ですが、道具ならスー

パーでもネットでも簡単に手に入ります。少しでも興味

をお持ちでしたら気軽に書道に挑戦していただければ

と思います。私の所属する研究室は、附属研究施設と

いう性格上、普段目にされることが少ないと思います。

このような機会に我々の組織を知っていただいて、さら

にご興味を持っていただけたら幸いです。共同研究の

お誘いでも、意欲的な学生さんの配属希望でも大歓迎

ですので、ぜひ研究室・研究所のウェブページをご覧

下さい。

研究室URL　

http://www.protein.osaka-u.ac.jp/rcsfp/synthesis/

蛋白質研究所URL

http://www.protein.osaka-u.ac.jp/
作品：「爵鹿柤梪　籩柉禁壺　脩飾宅廟　更作二輿 」

　　　　　　　　　　（出典：『礼器碑』、作：北郷　悠）

( 鍾、磬、瑟、皷、雷、洗、觴、觚、) 爵、鹿、柤、梪、籩、

柉、禁、壺、宅廟 を 脩飾 し、更めて二輿を作る。

北郷助教による意訳
　(鍾、磬、瑟、皷、雷、洗、觴、觚、)爵 (さかずき )、鹿 ( 四
角い米蔵)、柤(川水をせき止めるもの、もしくはさんざし)、
梪 ( たかつき )、籩 ( 竹で編み、口に藤のふちのついたた
かつき )、柉 (皮を縄として用いる木 )、禁 (杯を置く台 )、
壺 ( つぼ、もしくは夕顔かナツメといった植物 )、宅廟の
改修を監修し、さらに二輿 (輿の一種 )を作った。

『礼器碑』
　後漢の永寿 2 年 ( 西暦 156 年 )、孔子廟の改修に関わっ
た者の氏名・功績を記した碑である。後漢の隷書碑中、最
も優れたものとも評され、古来より書の手本とされてきた。
作風が部位によって大きく異なることから、書き手が複数
との説もある。特にこの部所は筆勢の強弱に富み、理知的
な美しさを備えていると言える。

しゃく  ろく  そ(さ)  とう   へん 

へん    きん     こ   たくびょう   しゅうしょく      あらた        に  こ

36 阪大NOW  2014.1 / No.139 37阪大NOW  2014.1 / No.139



íè ÒÑÉ  îðïìòï ñ Ò±òïíç íçÒÑÉ  îðïìòï ñ Ò±òïíç



表彰・受賞 等

平成25年秋の叙勲
池田和義 名誉教授（工学部）
村井眞二 名誉教授（工学部） 

瑞宝中綬章
 

鈴木良次 名誉教授（基礎工学部） 
乙政潤 名誉教授（大阪外国語大学） 
山﨑修一郎 名誉教授（理学部） 瑞宝小綬章
林貞夫 元医学部附属病院医療技術部長 瑞宝双光章

平成25年度医学教育等関係業務功労者表彰
医学部附属病院 竹岡啓子 主任臨床（衛生）検査技師
歯学部附属病院 神谷潤 歯科技工士

第10回（平成25年度）日本学術振興会賞
人間科学研究科 村上靖彦 准教授
理学研究科 小林研介 教授
薬学研究科 堤康央 教授
産業科学研究所 永井健治 教授

平成25年度「科研費」審査委員の表彰（日本学術振興会）
文学研究科 山上浩嗣 准教授
理学研究科 橋本幸士 教授
医学系研究科 澤井元 准教授
基礎工学研究科 直田健 教授

― 第６回大阪大学総長による表彰 ―

文学研究科 湯淺邦弘 教授
 秋田茂 教授
 金城未来 助教
人間科学研究科 臼井伸之介 教授
理学研究科 田島節子 教授
 松野健治 教授
 戸所泰人 技術職員
医学系研究科 森正樹 教授
 片上直人 寄附講座助教
 増田佳純 助教
薬学研究科 松田敏夫 教授
 岡田欣晃 准教授
 廣部祥子 助教
工学研究科 髙橋幸生 准教授
 柳楽知也 助教
 川辺了一 技術専門職員

基礎工学研究科 乾口雅弘 教授
 荒木勉 教授
 冨士田誠之 准教授
 岩井大輔 准教授
 吉元俊輔 助教
 横田一広 特任研究員（常勤）
 坂口良幸 技術専門職員
生命機能研究科 近藤滋 教授
産業科学研究所 谷口正輝 教授
 安藤陽一 教授
 古崎晃司 准教授
 瀬川耕司 准教授
 能木雅也 准教授
 福井健一 助教
 武井史恵 助教
情報推進機構 柏崎礼生 助教

― 業務改善アイデア賞 ―

医学部附属病院 医事課 宮下五子 事務職員
微生物病研究所 古上由香里 事務職員
核物理研究センター 辻尊博 事務職員 提案課題：会議室の情報共有
医学系研究科保健学事務室 中野辰也 事務職員
総務企画部人事課 南岡宏樹 事務職員

柳田敏雄生命機能研究科特任教授が文化功労者に選ばれました
　今年の文化功労者に、本学の柳田敏雄生命機能研究科特任教授（大阪大学・情報通信研究機構脳情
報通信融合研究センター長）が選ばれました。
　生物物理学の分野において、「１分子計測技術」を開発し、筋肉の収縮メカニズムを解明するなど、
人工機械とは異なる側面を持つと期待される生物システムの動作原理の解明に尽力し、数 の々画期的成果
を挙げ、斯学の発展に多大な貢献をしたことが評価されました。

工学研究科 大竹久夫 教授 日本生物工学会第32回生物工学賞
 杉山峰崇 准教授
 金子嘉信 寄附講座教授 日本生物工学会第21回生物工学論文賞 
 原島俊 教授 
 ティオ シャオ ティングさん（D1） 日本生物工学会第2回生物工学学生優秀賞（飛翔賞）
 川崎和男 名誉教授／特任教授 DFA Bronze Award（アジアデザイン 銅賞）
基礎工学研究科 春木康平さん（M1) 日本セラミックス協会 第２６回秋季シンポジウム 最優秀ポスター賞
 Yusuf Nur Wijayantoさん（D3) 応用物理学会 講演奨励賞

 鶴田一魁さん（D2)
 2013 IEEE International Topical Meeting on Microwave Photonics Best Student

  Paper Award First Place
 西井啓起さん（M1) 2013 Asia-Pacific Microwave Conference Best Student Paper Award
 鄭祥教さん（M2) 第８回野村総合研究所（NRI）学生小論文コンテスト＜留学生の部＞大賞
微生物病研究所 松浦善治 教授 第56回野口英世記念医学賞
産業科学研究所 安藤陽一 教授 第３０回井上学術賞
 藤原宏平 助教 Materials Research Society Best Poster Award
 何毓輝 特任研究員(常勤) 中国留日同学会 優秀論文賞 大阪市長賞
 長島一樹 特任助教 第２回ネイチャー・インダストリー・アワード 特別賞
附属図書館 グローバル・コモンズ 第26回日経ニューオフィス賞 近畿ニューオフィス特別賞「ラーニング・コモンズ賞」
臨床医工学融合研究教育センター 保坂誠 招へい研究員 

第5回ものづくり日本大賞 特別賞（山科精器株式会社との共同開発による受賞）
 中島清一 特任教授 
コミュニケーションデザイン・センター 八木絵香 准教授 科学技術社会論学会 2013年度科学技術社会論・柿内賢信記念賞 実践賞
グローバルコラボレーションセンター 住村欣範 准教授 人民健康功労記章（ベトナム社会主義共和国保健省）
核物理研究センター 白鳥昂太郎 助教 第19回原子核談話会新人賞
キャンパスデザイン室  第３回みどりのまちづくり賞 ランドスケープマネジメント部門 奨励賞
施設部  （地域団体との共同受賞）

法学部 国際公共政策学科 赤井伸郎ゼミ WEST論文研究発表会 最優秀賞
法学研究科 砂原庸介 准教授 サントリー学芸賞 政治・経済部門
経済学研究科 阿部顕三 教授 第8回（2013年度）日本国際経済学会小島清賞・研究奨励賞
 澤井実 教授 第56回（2013年度）日経・経済図書文化賞
国際公共政策研究科 松林哲也 准教授 第56回（2013年度）日経・経済図書文化賞
医学系研究科 森正樹 教授 第11回佐川特別賞
 近藤誠 助教 第29回井上研究奨励賞
 荒尾晴惠 教授 第11回佐川看護特別賞
医学部附属病院 福森優司 医事課主任 

日本難病医療ネットワーク学会賞 第1回学術集会優秀ポスター賞
 （医療ソーシャルワーカー）
 中央クオリティマネジメント部 第7回「新しい医療のかたち」賞 医療者･医療機関を中心とした取り組み部門
歯学部附属病院 森崎市治郎 病院長／教授
 村上旬平 助教 2013年度グッドデザイン賞 
 財間達也さん（研究生） 
薬学研究科 好光健彦 准教授 第11回有機合成化学協会関西支部賞
 吾郷由希夫 助教 日本神経精神薬理学会 平成25年度学術奨励賞
工学研究科 松村暢彦 准教授
 倉敷哲生 准教授 
 森裕章 准教授 
 若本和仁 准教授 
 池田順治 特任教授 平成24年度(61回大会)第17回工学教育賞「業績部門」
 上西啓介 教授 
 大村悦二 教授 
 加賀有津子 教授 
 山本孝夫 教授 
 座古勝 名誉教授／特任教授
 伊藤厚示 特任教授 

平成24年度(61回大会)第17回工学教育賞「功績・貢献部門」
 高野和夫 特任教授
 竹田太四郎 特任教授

受賞等
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― 平成25年度永年勤続者表彰 ―

未来戦略支援事務室 石田勇
 佐々木司
国際交流オフィス学生交流推進課 石本太一
総務企画部総務課 山口紀子
研究推進部研究推進課 西川陽子
研究推進部産学連携課 前田学
 池田年秀
財務部吹田調達センター室 尾島正義
財務部豊中調達センター室 山田孝行
学生部入試課 金田幸三
全学教育推進機構等 木村誠
附属図書館図書館企画課 岡田綾子
経済学研究科・国際公共政策研究科 高井洋一
 永田幸子
理学部 平井智美
医学系研究科 夘野善弘
医学部 小田茂樹
医学系研究科総務課 前田ゆかり
医学部附属病院 髙垣佳史
 木下直美
 吉村栄里
 松宮朱美
 前田明子
 川原風砂子
 石川恵美
 鍋方美枝子
 北村芳子
 中村亜紀子
 冨岡美奈

医学部附属病院 中川里恵
 家平裕三子
 千菊るみ子
 中土居智子
 三好育子
 竹田津利江
 城田智子
 大野由美子
 大峰利成
 砂田淳子
 丸山美保
 井ノ上信一
 松澤博明
医学部附属病院総務課 蒲生隆
 松永伸一
医学部附属病院管理課 橋本あかね
 橋中希
歯学研究科総務課 中野哲也
 産屋敷寿雄
歯学部附属病院 熊谷由加里
 西田映子
工学研究科研究協力室 森嶌さおり
基礎工学研究科 佐藤慎治
言語文化研究科・外国語学部豊中事務室 赤松圭子
言語文化研究科・外国語学部箕面事務室 坂本護
情報科学研究科 梶浦聡
生命機能研究科 岡本安生
産業科学研究所総務課 山口澄章

総長からエコ・レンジャーへ感謝状を贈呈
　10月21日（月）、平野俊夫総長から、エコ・レンジャーのスタッフとリーダーへ、
感謝状が贈呈されました。日本最高気温を更新した今夏の酷暑の中、本学の
環境美化に取り組んだことに対して、平野総長から、感謝とねぎらいの言葉が
あり、記念品（阪大グッズ：フェイスタオル）が贈られました。

人 事

平成25年10月16日 篠原一光 【所　　属】人間科学研究科 人間科学専攻 人間行動学講座 【前職】本学准教授

  【最終学歴】H４.3 大阪大学大学院人間科学研究科行動学専攻前期課程修了 

平成25年11月1日 平川秀幸 【所　　属】コミュニケーションデザイン・センター 科学技術部門 【前職】本学准教授

  【最終学歴】H6.6 国際基督教大学大学院比較文化研究科博士前期課程修了 

平成25年11月16日 福田光宏 【所　　属】核物理研究センター 加速器研究部門 【前職】本学准教授

  【最終学歴】S63.6 大阪大学大学院理学研究科物理学専攻博士後期課程修了 

平成25年12月1日 坂田泰史 【所　　属】医学系研究科 医学専攻 内科学講座 【前職】本学講師

  【最終学歴】H14.3 大阪大学大学院医学系研究科内科系臨床医学専攻博士課程修了 

 伊藤和博 【所　　属】接合科学研究所 接合機構研究部門 【前職】本学准教授

  【最終学歴】H8.3 京都大学大学院工学研究科博士後期課程金属加工学専攻修了 

平成26年1月1日 中野元裕 【所　　属】理学研究科 附属構造熱科学研究センター 【前職】本学准教授

  【最終学歴】H2.9 大阪大学大学院理学研究科博士課程（後期課程）無機及び物理化学専攻修了

̶ 新教授 ̶

訃報

歯学部 河村洋二郎 名誉教授 平成25年11月26日 逝去

人間科学研究科 木前利秋 教授 平成25年12月 4 日 逝去

微生物病研究所 高橋理明 名誉教授 平成25年12月16日 逝去

理学部 関集三 名誉教授 平成25年12月24日 逝去

平成25年11月1日 山根聡（財務担当、言語文化研究科教授）

̶ 新理事補佐 ̶

平野総長から感謝状と記念品の
フェイスタオルを贈呈（総長室）
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大阪大学未来トーク
第８回　1月20日（月）17:00 ～ 18:30　大阪大学会館　講堂

佐川眞人
インターメタリックス株式会社 最高技術顧問、ネオジム磁石*発明者

「ネオジム磁石の発明
  ほんとに社会が求めているものを探そう」
*ネオジム磁石：
　ハードディスクドライブやCDプレーヤー、携帯電話などの小型の製品から、
電車・電気自動車・エレベーターなどあらゆるものに使用されており、実用化
されている永久磁石では最強とされる。

平成26年度も開催します！
前期開催分（予定）
■第９回　４月２１日（月）大阪大学会館
　平野俊夫（大阪大学総長）

■第１０回　５月２６日（月）コンベンションセンター
　加藤友朗（コロンビア大学教授（「神の手」の外科医））

■第１１回　６月２３日（月）大阪大学会館
　青木保（国立新美術館館長、前･文化庁長官、大阪大学名誉教授）

■第１２回　７月２２日（火）大阪大学会館
　遠山敦子（元･文部科学大臣、元･文化庁長官、公益財団法人トヨタ財団理事長）

*****************************************

大阪大学未来戦略機構シンポジウム
Opt Osaka 2014 in Tokyo －大阪大学の光科学100 －
開催日時： 3月6日（木）12:30より受付開始
開催場所： 東京大手町サンケイプラザ4階ホール
問合せ先： 未来戦略機構光量子科学研究部門事務局 
 TEL：06-6879-7987　E-mail：photon1@photon.osaka-u.ac.jp
 URL：http://www.photon.osaka-u.ac.jp/

第17回産研国際シンポジウム
The 17th SANKEN International Symposium 2014
Joined with The 2nd International Symposium of Nano-Macro Materials, Devices, and System Research Alliance Project
“HUMAN SENSING considering from the behavior of substances ranging from molecules to organisms”

開催日時： 1月21日（火）～ 22日（水） 
開催場所： 銀杏会館
問合せ先： SYMPO2014@sanken.osaka-u.ac.jp

第1回関西ナノテクノロジー国際シンポジウム
1st KANSAI Nanoscience and Nanotechnology International Symposium 
9th Handai Nanoscience and Nanotechnology International Symposium
12th SANKEN Nanotechnology Symposium 
- Cutting Edge of Nanoscience and Nanotechnology in Green Innovation and Life Innovation -

開催日時： 2月3日（月）～ 4日（火）
開催場所： 千里ライフサイエンスセンター
問合せ先： nanosympo2013@sanken.osaka-u.ac.jp

拠点開設記念シンポジウム　
広域アジア発ものづくり技術グローバル人材育成　～研究者ネットワークとカップリングインターンシップ～

開催日時： 1月30日（木）13:00 ～ 17:00
開催場所： ステーションコンファレンス東京503会議室（東京都千代田区丸の内1－7－12サピアタワー5階）
講演者等： 萱島信子（JICA人間開発部）、松崎八重子（JETROビジネス情報サービス部）、平山好邦（パナソニック（株）R&D本部）、

若山祐二（（株）神戸製鋼所人事労政部）、東島清（理事・副学長）、近藤勝義（接合科学研究所副所長）、横江好一
（言語文化研究科特任教授）

参加方法： 詳細は接合科学研究所ウェブページまで、参加費無料
問合せ先：広域アジアものづくり技術・人材高度化研究センター シンポジウム事務局　
 TEL : 06-6879-8695　E-mail : katsumata@jwri.osaka-u.ac.jp

最先端研究開発支援プログラム（FIRST）審良プロジェクト　
公開シンポジウム｢免疫研究が拓く未来医療｣

開催日時： 2月1日（土）13:00 ～ 16:00
開催場所： 日本科学未来館 みらいCANホール（東京都江東区青梅2-3-6）
講演者等： 審良静男（免疫学フロンティア研究センタ－拠点長）、服部有宏（中外製薬（株）研究本部）
参加方法： 公開シンポジウムウェブページから事前参加登録（参加費無料、先着順）
問合せ先： 審良プロジェクト公開シンポジウム事務局　E-mail : info@akira-pj.jp

第2回稲盛財団寄附講座公開セミナー「公共空間と倫理（vol.2）」　
食の公共空間―「ナチスのキッチン」と公共性―

開催日時： 2月1日（土）14:00 ～ 17:00
開催場所： 中之島センター　講義室301
講演者等： 藤原辰史（京都大学准教授）
参加方法： 以下の問合せ先までお名前、ご所属、電話番号、メールアドレスを添えて申込（締切1/30）
問合せ先： OSIPP稲盛財団寄附講座事務局　TEL : 06-6850-5638 / FAX : 06-6850-5656
 E-mail : inamori_seminar0201@osipp.osaka-u.ac.jp

Handai-Asahi中之島塾（1～3月期）
開催日時： 2月1日（土）～ 3月29日（土）
開催場所： 中之島センター
講演者等： ①田中敏郎（医学系研究科教授）②吉森保（医学系研究科／生命機能研究科教授）③七五三木聡（医学系研究科准

教授）④森川和則（人間科学研究科教授）⑤小矢野哲夫（言語文化研究科教授）⑥金水敏（文学研究科教授）、松本修
（朝日放送プロデューサー）

参加方法： 朝日カルチャーセンター中之島教室のウェブページまたは電話（06-6222-5224）により申込（随時受付）
参加費用： 受講料1,575円（①と③は全2回のため3,150円）

                   問合せ先：21世紀懐徳堂　TEL : 06-6850-6443

Information 詳細は、本学公式ウェブページ（www.osaka-u.ac.jp）「イベント情報」および「セミナー・シンポジウム情報」などをご覧ください。

サイエンスカフェ＠待兼山
開催日時： 1月25日（土）、3月29日（土）
開催場所： 総合学術博物館 待兼山修学館
参加方法： 各カフェ開催日の 2ヶ月前～ 1か月前

までにWebフォームまたは往復ハガキ
にて事前申込

参加費用： 200 円 ( 飲み物代 )
 詳細は本学公式ウェブページから

「サイエンスカフェ@待兼山」で検索
問合せ先： 総合学術博物館　TEL：06-6850-6715

平成25年度大阪大学職員研修
「学術論文の研究評価指標に関する最近の動向」
開催日時：1月22日（水）13:30 ～ 17:00
開催場所：附属図書館生命科学図書館
 AVホール
講演者等：甲斐真佐美（トムソン・ロイター）、
 坂東 慶太（MyOpenArchive）
参加方法：附属図書館ウェブページから申込、参加費無料
問合せ先：附属図書館図書館企画課企画係　岡田
 TEL: 06-6850-5073
 E-mail: kikaku01@library.osaka-u.ac.jp

参加方法：事前申込不要、参加費無料、入場は先着順（16:00から開場・整理券配布）
問合せ先：未来戦略支援事務室総務係　Tel: 06-6879-4897 / Fax: 06-6879-4899
　　　　　E-mail:mirai-talk2013@iai.osaka-u.ac.jp
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文化庁／文化遺産地域活性化推進事業
総合学術博物館第17回企画展　「野中古墳と『倭の五王』の時代」
開催日時： 2月1日（土）～ 3月22日（土）10:30 ～ 17:00（日曜・祝日休館）
開催場所： 総合学術博物館 待兼山修学館
主な展示： 野中古墳出土品、アリ山古墳出土品、駒ヶ谷宮山古墳出土品、駒ヶ谷北古墳出土品、
 ヌク谷北塚古墳出土品、真名井古墳出土品、墓山古墳出土品
問合せ先： 総合学術博物館 待兼山修学館　TEL：06-6850-6284

*****************************************

講演会「河内政権への道」 ※上記企画展の関連イベント
開催日時： 3月1日（土）13:00 ～ 15:40
開催場所： 基礎工学国際棟Σホール
講演者等： 中久保辰夫（埋蔵文化財調査室助教）、豊島直博（奈良大学文学部准教授）、
 福永伸哉（文学研究科教授）
参加方法：申込不要、当日先着順230名、参加費無料
問合せ先：文学研究科考古学研究室　TEL : 06-6850-5106

大阪大学×大阪ガス「アカデミクッキング」
“食”や“料理”という身近な切り口から、学問的なものの見方・考え方を身につける教養講座です。専門的で難解な大学の先生
の研究でも、どこかで普段のわたしたちの生活とつながっている…。そんな楽しい実感から、日常生活にちょっと変化をもたらす
アカデミックな思考回路が生まれます。あなたも一緒に、ガス火で作る料理から新たな学びのとびらを開いてみませんか？

開催場所：大阪ガスクッキングスクール千里（豊中市新千里東町1-3-141　せんちゅうPAL1F）
参加方法：大阪ガスクッキングスクールウェブページ（①1/4～ 21②2/1～ 18）または電話（①1/7～ 21②2/5～18）により申込、定員24名、15歳

以上どなたでも参加可（申込多数の場合は抽選）、受講料2,000円
問合せ先：申込は、大阪ガスクッキングスクール千里　TEL：06-6871-8561　
 講座内容についての問合せは21世紀懐徳堂　TEL：06-6850-6443

第9回大学対抗交渉コンペティションシンポジウム
“コンペティションの「問題」を解剖する”
開催日時： 3月8日（土）14:00 ～ 18:00
開催場所： 東京大学本郷キャンパス 法学政治学系総合教育棟101教室
参加方法： 詳細はウェブページに掲載、参加費無料
問合せ先： インターカレッジ・ネゴシエーション・コンペティション事務局（国際公共政策研究科　交渉教育支援センター内）
 TEL/FAX：06-6850-5629　E-mail：negocenter@osipp.osaka-u.ac.jp

Information

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター棟竣工記念二大都市シンポジウム
福島の「今」、そして「未来」へつなぐ　-東北への思いを関西への想いへ-
開催日時： 3月8日（土）12:30 ～ 17:00
開催場所： 中之島センター
共　　催：大阪大学、関西大学
講演者等： 鷲田清一前総長ほか福島の現状報告やパネルディスカッションを予定
問合せ先： 福島大学うつくしまふくしま未来支援センター　TEL : 024-504-2833
 大阪大学広報・社学連携オフィス広報課　TEL：06-6879-7150

①vol.43
「燃える愛 ～北欧の料理にみる愛
のかたち」
開催日時：2月25日（火）18:30 ～ 21:00
講演者等：古谷大輔（言語文化研究科准教授）

マチカネワニ発掘から５０年
　皆さんは龍が中国の空想の動物であることはよくご存知だと思い
ます。その龍伝説の起源となったのが「マチカネワニ」である、と
いう説を唱える人がいます。本当に証明されればすばらしいことで
すね。2014 年は、そのマチカネワニが豊中キャンパス理学部校舎
建設現場から発見されてからちょうど５０年になります。それを記念し
て、大阪大学では、豊中市と大阪府の協力により、化石標本を国の
登録天然記念物へ申請することにしています。次号の阪大ＮＯＷで
は、マチカネワニを取り上げて皆さんにお知らせする予定です。

②vol.44
「おいしいごはんの考古学」
開催日時：3月26日（水）18:30 ～ 21:00
講演者等：中久保辰夫（埋蔵文化財調査室
　　　　　助教）」

部 局（講座・部門等） 氏       名 日　時　・　場　所 講　義　題　目

退職教授の記念講義

　平成26年3月31日限りで定年等で退職される教授の記念講義（最終講義等）を、日程等が決まったものについてお知らせします（平成26年1月15日
以降に開催予定のものについて掲載しています。）。最新情報は、本学公式ウェブページ「イベント情報」で随時更新します。

文学研究科
文化動態論専攻
アート・メディア論講座

市川　明
2月21日（金）16:00 ～ 18:00
文法経講義棟4階 文41番教室 ブレヒトと能 ―『谷行』から『イエスマン／ノーマン』へ―

言語文化研究科
言語文化専攻
言語認知科学講座

杉本　孝司
2月13日（木）16:30 ～ 18:00
言語文化A棟2階 大会議室 The Wow Factors and The Aha Moments In My Life 

言語文化研究科　
言語社会専攻
ヨーロッパ・アメリカII講座

河野　彰
2月14日（金）13:30 ～ 15:30
箕面キャンパス B棟1階
プレゼンテーションルーム

ポルトガル語の学習からポルトガル語の研究へ

言語文化研究科
言語社会専攻
アジア・アフリカ講座

高階　美行
2月18日（火）16:00 ～
場所：未定 未定

言語文化研究科
言語社会専攻
アジア・アフリカ講座

森　茂男
3月26日（水）15:00 ～ 16:30
中之島センター
佐治敬三メモリアルホール

瑣細事

アジア糖尿病シンポジウム（2014 Osaka Symposium on Obesity and Diabetes）
開催日時：3月29日(土)　終日
開催場所：銀杏会館 ３階 阪急電鉄・三和銀行ホール
講演者等：アジア諸国の著名な糖尿病研究者20名程度
参 加 費：5000円
問合せ先：医学系研究科 金藤秀明（内分泌・代謝内科学）　E-mail : kaneto@endmet.med.osaka-u.ac.jp

～ 2014 年は「マチカネワニ」Year ！～

発掘されたマチカネワニの頭骨
（豊中キャンパス）

ワニ博士も受験生を応援
　受験シーズンを迎え、大阪大学はネスレ日本が製造する KitKat
チョコレートで、同社の受験生応援キャンペーンに協力しています。
　店頭で販売されている 14 個入り紅白パック（右下）の中から、
応援メッセージ入りの阪大「ワニ博士」のチョコ（下）が見つかれ
ばラッキーです。ワニ博士が阪大受験生を応援しています。
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